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(令和6年 3月 1日 現在)

人 口  653人
男子  323人
女子  330人

世帯数  247戸

町
内
会
長
　
中

田

　

一
宏

今
年
は
元
日
早
々
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
さ
に
激
動
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
震
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
令
和
六
年
度
総
会
で
し
た
が
、
何
と
か

日
程
を
調
整
し

一
月
二
十
八
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
総
会
に
お
い
て
今
年

度
の
町
内
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
第
二
班
の
中
田
で
す
。
力
不
足
で
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
こ
の
一
年
、
誠
意
を
も
っ
て
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、　
一
月
二
日
に
総
会
を
終
え
、
例
年
の
流
れ
に
従
っ
て
今
年
の
運
営
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
今
回
の
地
震
発
生
に
よ
り
、
状
況
は

一
変
し
ま
し
た
。
町
内
で
も

地
震
の
被
害
が
い
く
つ
か
出
て
お
り
、
特
に
心
の
拠
り
所
で
も
あ
る
春
日
神
社
の
被
害
は
大
き

く
、
修
復
費
用
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第

一
回
役
員
会
で
も
、
「今
回
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
の
場
合
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
避
難
の
仕
方
を
す
る
の
か
」
と
い
う
話
も
出
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
市
の
方

か
ら
、
新
た
な
避
難
体
制
の
提
案
が
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
が
届
い
た
時
点
で
検
討
し

て
い
く
予
定
で
い
ま
す
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
前
述
の
よ
う
な
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
、
町
全
体
と
し
て
、
災
害
に

対
す
る
備
え
や
防
災
体
制
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
や
将
来
の
備
え
、
安
全
な
避
難
方
法
や
そ
の
訓
練
の
仕
方
な

ど
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
防
災
を
考
え
た
と
き
に
、
も
う

一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
町
民
同
士
の
繋
が
り
を
ど

う
作

っ
て
い
く
か
で
す
。
知
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
際
、

沢
山
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
避
難
所
の
中
で
非
常
に
上
手
く
運
営
で
き
た
所

と
、
ま

っ
た
く
そ
う
で
な
か
っ
た
所
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
違
い
は
、

「住
民
同
士
の
繋
が
り
や
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
」
で
あ
り
、
住
民
同
士
の
繋
が
り
は
、

避
難
所
に
届
け
ら
れ
た
物
資
以
上
に
大
切
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

災
害
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
形
で
襲

っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
私
の
町

内
会
長
と
し
て
の
テ
ー
マ
を

「繋
が
り
と
防
災
」
と
し
、
そ
れ
に
向
け
、
精

一
杯
、
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
の
一
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

学
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能
登
の
震
災
の
た
め
今
年
は

一
月
二
十
八
日
（日
）

に
初
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
蔓
延
防
止
に
よ
り

「委
任
状
」
に
よ
る
出
席

の
奨
励
と
書
類
に
よ
る
事
前
の
議
案
提
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
総
会
で
は
、
第

一
号
事
案
～
第
三
号
事

案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
町
内

会
長
と
し
て
中
田

一
宏
氏
が
選
出
さ
れ
、
山
本
憲
宏

氏
が
町
内
会
長
職
務
代
理
の
体
制
で
町
内
会
の
運
営

を
行
う
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
町
内
会
長
選
任
の
役
員
も
選
出
さ
れ
ま
し

た
。一

、
初
総
会
の
成
立

初
総
会
は
出
席
者
数
と
委
任
状
の
件
数
を
合
計

し
た
数
が
町
内
会
の
会
員
数
の
過
半
数
を
超
え
ま

し
た
の
で
、
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

二
、
各
議
案
の
審
議

第

一
号
議
案
　
規
約
審
議

第

一
班
の
班
割
と
町
内
会
費
と
建
設
維
持
会
計
費

の
負
担
割
合
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　
町
内
会
審
議
に
つ
い
て

五
班
の
旧
熊
田
邸
と
中
村
邸
の
間
の
道
路
拡
張
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
　
行
事
報
告
と
会
計
決
算
報
告

特
に
発
言
は
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案
　
役
員
選
出
と
承
認

執
行
部
か
ら
の
案
が
提
示
さ
れ
、
特
に
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
号
議
案
　
会
計
監
査
、
班
長
の
選
出
と
承
認

執
行
部
か
ら
の
案
が
提
示
さ
れ
、
会
計
監
査
二
名

と
各
班
長
七
名
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
新
町
内
会
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

彰 勇 雅 憲 一
則 蔵 宏 宏 宏

昌
之

敏
孝真

隆
康

＋
【
士
心

本
南
　
克
実

村
井
　
　
仁

増
田
　
建

一

宮
崎
　
　
務

竹
本
　
正
裕

熊
取
谷
謙

一

本
村
　
彰
則

１

月

２

日

５

月

２‐

日

６

月

１７

日

７

月

９

日

７

月

３０

日

８

月

６

日

８
月

２７

日

１０
月

１

日

１０
月

８

日

‐２
月

３

日

《
協
議
員
》

生
産
組
合
長

壮
年
団
団
長

婦
人
会
会
長

山
本

森
本

土
田

憲
宏

和
昭

陽
子

定
時
総
会

能
美
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
丞
ア
ィ
バ
ル

ｍ
ね
あ
が
り

ア
ど
ン
ロ
町
内

一
斉
駆
除
、
道
路
除
草

公
民
館
清
掃

前
期
町
内
会
費
徴
収

町
内
追
悼
法
要

夏
祭
り

（遊
イ
ン
グ
祭
）

防
災
無
線
の
交
換

（
一
斉
）

生
活
排
水
路
町
内

一
斉
清
掃

防
災
訓
練

後
期
町
内
会
費
徴
収

◆
令
和
六
年
度
新
役
員

町
内
会
長
　
　
　
　
　
　
中
田

町
内
会
長
代
理
　
　
　
　
山
本

庶
務
会
計
　
　
　
　
　
　
竹
田

公
民
館
長
　
　
　
　
　
　
星
山

春
日
神
社
総
代
　
　
　
　
本
村

《
町
内
会
長
選
任
協
議
員
》

村
田
　
達
成
　
　
　
本
田

山
本
　
幸
実
　
　
　
中
村

本
南
　
克
実
　
　
　
中
川

西
　
　
巳
弦
　
　
　
北
室

飯
田
　
忠
利

《
会
計
監
査
委
員

（議
案
選
出
し

本
村
　
宏
人
　
　
　
西
田

《
班
長

（各
班
選
出
し

一
班
①

一
班
②

二
班

三
班

四
班

五
班

六
班

そ

（ワ
他
　
町
内
役
員
会
　
　
年
８
回

の
み
活
倶
楽
部
　
年
１０
回

い
き
い
き
カ
フ
エ
、
町
民
カ
フ
ェ

年
１０
回

学
・

鱗  : 弾

:期

令
和
六
年
度

初
総
会

町
内
会
行
事
報
告
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令和5年度 西二口町一般会計決算報告書
支出の部

令和5年度 維持建設会計決算報告書
収入の部 (単位 :円 )

支出の部 (単位 :円 )

※建設定期貯金 (1年 )10,000,000円 (JA根上)

収入の部

監 査 報 告
令和 5年度西二日町一般会計・維持建設

会計・墓地管理会計 。公民館会計及び春日

神社会計の各報告書の収支につきまして、

令和 5年 12月  日に関係諸帳簿を監査

いたしましたところ、計数は正確であり内

容も正当なものと確認しましたので、ここ

に報告いたします。

令和 6年 1月  日

監査委員 本村 宏人

監査委員 西田 武志

(単位 :円 )

令和5年度 墓地管理会計報告書

収入の部 (単位 :円 )

支出の部 (単位 :円 )

科  目 金 額 摘 要 科  目 金 額 摘 要

前年度繰入金 3,622,989

諸  手  当 999,000

役員手当
人夫賃 (ア メシロ防除・町内除草 )

監査委員手当 (2名 )

リサイクル委員手当 (2名 )

配布・回覧物作業手当

町 内 会 費 5,466,900
前期 209件 (町 内186件 町外23件 )

後期 202件 (町 内185件 町外17件 )

補  助  金 465,840

街灯 (電気料)補助金

市町会連合会事務委託金

環境美化補助金
能美市社会福祉協議会
自主防災組織整備事業補助金
空き家対策奨励金

町内会街灯 (防犯灯)設置事業
農地・水対策助成金

負 担  金 219,770

市交通安全協会費
共同募金 (緑の羽根)(赤い羽根)

日本赤十字社、歳末助け合い募金
その他 (振込手数料)

保  険  料 160,786
役員災害補償保険
行事災害補償保険
公民館建物共済保険 (農業共済・JA)

雑  収  入 17,900 電柱敷地料、ほほえみネット精算
その他 (除雪費助成)

光 熱 水 費 692,480
街灯電気料、公民館電気料
上下水道料、ガス料

貯 金 利 息 22 貯金利息 通  信  費 33,545 電話料、郵便代

小    計 5,950,662 修  理  費 148,610 街灯修理、公民館修理

合    計 9,573,651 委  託  費 237,820
コピー機リース料
その他 (除雪・樹木剪定等)

目 摘 要 厚  生  費 334,328

香典 (5件 )

町内崇拝の碑法要
排水路一斉清掃 (ダンプ借上等 )

アメシロ薬剤等
出産祝い (5件 )

福祉活動推進費
ほほえみネット
大会出場 (北澤苺果

中学生ソフ ト県選抜 )

前 年 度 繰 入 金 3,719,811

積   立   金
558,000 前期 186件

555,000 後期 185件

公民館トイレエ事補助金 1,402,000

備 品貝静入 費 336,175

消火器等 (自 主防災関係 )

除革剤等
防災無線貸与金
備品等

定  期  利  息 170

利  息 16

一 般 会 計 繰 入 金 1,000,000 公民館建設用

助  成  金 1,410,000
公民館活動費 (前・後・遊ing祭 )

ぃきいきサロン

消防団活動

合    計 7 997

日 金 額 摘 要
そ  の  他 283,583

総会費、事務消耗品費
会議費 (役員親陸・慰労会、防災訓練等)

用地借上げ等第 5工区側滞工事 1,446,000 計画最終年

排 水 路 清 掃 75,000 町との境
建設会計繰出金 1,000,000 建設会計繰出金 ll貝J滞改修・道路舗装等)

公民館 トイレ更新 2,805,330
′lヽ 計 5,856,097

公 民 館 外 壁 修 繕 105,270
翌年度繰越金 3,717,554翌 年 度 繰 越 金 2,803,397

ハ
計 7,234,997 合 計 9,573,651

科  目 金 額 摘 要

前 年 度 繰 入 金 123,543

貯  金  利  息 0

合    計 123,543

科  目 金 額 摘 要

翌 年 度 繰 越 金 123,543

合    計 123,543
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町

災
の
見
直
し
の
対

策
の

一
環
と
し
て
、

従
来
の
町
内
会
費

を
減
額
し
、
建
設

維
持
会
計
を
増
額

す
る
案
が
出
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内

西
二
口
町
の
初
総
会

で
第

一
号
議
案
町
内
会
規
約

審
議
と
し
て
以
下
の
２

つ
の
議
案

の
審
議
が
あ
り
ま

し
た
。

第

一
号
議
案
①
　
第

ｒ
班
の
班
割
に
つ
い
て

最
近
急
激
に
増
加
し
た

一
班
の
新
築
住
宅
に
よ
る

戸
数
の
増
加
に
対
す
る
規
約
で

一
班
を
１
１
１
と
１

１
２
に
班
割
す
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
号
議
案
②
　
町
内
会
費
と
建
設
維
持
会
費
の
負

担
割
合
の
変
更
に
つ
い
て

能
登
の
震
災
に
よ
る
町
内
の
影
響
や
風
に
よ
る
公

民
館
の
屋
根
の
破
損
に
つ
い
て
の
事
例
も
あ
り
、
防

第
二
号
議
案
　
町

内
会
審
議
と
し
て
、

旧
熊
田
邸
と
中
村

邸
の
間
の
道
路
拡

張
に
つ
い
て

き
だ
整
形
外
科

が
熊
田
氏
の
土
地

を
譲
り
受
け
、
老

人
福
祉
施
設
を
建

設
す
る
予
定
が
進

行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、

熊
田
氏
東
側
の
市

道
の
建
屋
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
面
す
る
箇
所
に
つ
い

て
道
路
幅
が
狭
く
な
る
こ
と
か
ら
、
き
だ
整
形
外
科

と
協
議
し
、　
一
部
用
地
を
譲
り
受
け
、
市
道
幅
の
狭

小
部
の
解
消
を
目
指
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
必
要
経
費
に
つ
い
て

分
筆
後
の
用
地
の
譲
渡
費
用

（無
償
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、
水
道
メ
ー
タ
等
の
移
設
費
用

当
町
丙
二
十
六
番
地
の
分
筆
費
用

（測
量
費
）

分
筆
後
の
所
有
権
移
転
登
記
費
用

（能
美
市

へ
の

寄
付
、
市
が
所
有
権
移
転
登
記
）

分
筆
後
の
用
地
を
含
め
た
市
道
の
舗
装
工
事

（地

元
施
工
で
発
注
、
能
美
市
補
助
５０
％
）

「公
民
館
の
清
掃
」
及
び

「資
源
の
日
」
に
つ
い
て
（お
願
じ

今
年
度
の

「公
民
館
の
清
掃
」
も
昨
年
と
同
様
に

「
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
資
源
の
日
」
の
午
前
八

時
か
ら
右
表

の
様
に
実
施

い
た
し
ま
す
。
同
時
に

「資
源
の
日
」
の
活
動
も
実
施
し
ま
す
。

当
番
に
な

っ
た
班
の
人
は
必
ず

一
世
帯
か
ら

一
名

出
務
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

)

与

変翼後 (令不86年錨舞ほよ

令和6年度

西 三

`】

町

鰻

a

⑬

イ

Hる■9囀aや柱鬱
ニ

く

i・輩鶴

'「
生

サンハイツ銀主

⑬

会

だ

よ
1,

金舒

47,OOO

14,COC

44,OOO

孔孝譲肇建持余静費

3,OOO

3,000

3,OOO

ランク 雲:鶴念麓メ華鐵 建簑

鞣導 1 環41000 標準的なこと驀 (縮与笠雛・筆金央婚)

檬穣41こ該当しなしヽ越驀・羹鐵
4雲濤雲2 11,000

父子・霞子家庭で子(こやジ眸又入萄の場合

含雛

17,OOO

14,OOO

14,OO(〉

罐設子霊持食ёヤ費

5嗣

5,OOO

5,OOO

ランク 砕BF(半其身》 建撥

様攀 1 12,0∞ 檬率的な登籍 く総も笠議|。 年金大,轟 )

檬拳 11こ 該当しないtむ番 `撻察賞
手窯浮2 α000

父子・母子家庭で子にも戦入挙3の場合

当 番 日 毎月 第 1日 曜日 (資源の日)

当番時間
「資源搬入時間」

「公民館清掃時間」

午前 8時～ 8時 30分

午前 8時～ 8時 30分

出 務 者 班 (各班)

出務内容
・公民館の清掃 (状況により外回りなども含む)

・資源搬入時の手伝い及び整理整頓など

令和 6年
出務の月

1月 (2班②)

4月 (5班 )

7月 (1班②)

10月 (4班②)

2月 (3班 )

5月 (6班 )

8月 (2班①)

11月 (5班 )

4班①)

1班①)

3班 )

6班 )

3月

6月

9月

12月

令和 7年
出務の月

3月 (2班②)

6月 (5班 )

1月 (1班①)2月 (1班②)

4月 (3班) 5月 (4班①)
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町
２
局
齢
者
福
祉
活
動

令
和
六
年
度
の
町
民
カ
フ
ェ

の
年
間
行
事
予
定
が
で
き
ま
し

た
。
高
齢
者
の
仲
間
作
り
や
居

場
所
作
り
な
ど
の
活
動

「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
と
認
知
症
予
防

の

「
の
み
活
倶
楽
部
」
の
活
動

日
に

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

で
く
つ
ろ
げ
る
場
に
な

つ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
方
、
気
軽
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

懇

能
美
帝

こ
れ
ま
で
の
２０
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
成

長
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

一
人
の
大

人
と
し
て
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
活
躍
す
る
こ

と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
こ
れ
ま
で
関
わ

っ
て
く
れ

た
全
て
の
人
々
の
お
か
げ
で
す
。
周
り
の
人

へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も
関
わ
る
人
々
と

の
縁
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
ん
だ
ん
と
自
立
し
て
い
く
姿
は
た
く
ま
し
い
な

と
思
う
反
面
、
少
し
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
そ
の
と
き
は
遠

慮
せ
ず
頼

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
を
信
じ
、
後
悔
の
な
い
人
生
に

し
て
く
だ
さ
い
。

――

熱

①謳デ sざ
｀力   ｀マ

注意 :令和6年 4月以降の町民カフェは

第2木曜日AM9:30か らに変わります。

審

,お

め
で
カ

・愛
九

り

〔☆

臼
警

？
二
十
歳
の
つ
ど
い
？

能
美
市

・
能
美
市
教
育
委
員
会

自
分
を
信
じ
、後
悔
の
な
い
人
生
を

北
室

小
百
合

ま
ず
は
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

一
日
も
早
い

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

持

鍮

天

Φ

層

の

銀

鬱

砂

常

脅
常
常
常
守
常
常
常
脅
韓
常
常

韓

十

手
　
玉

ユ

北室 夢菜
■― 下   ヽ

令
和
五
年
十
二
月
に
引

っ
越
し
て
き
た
杉
田
と

申
し
ま
す
。
妻
と
患
子
二
人
、
娘

一
人
の
五
人
家

族
で
す
。

元
々
西
任
田
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
居

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
縁
が
あ
り
西
二
□
野
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

不
規
則
な
勤
務
で
地
域
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令不日6年度西三回町 のみ活繰桑部&いきいきカフェ、盟民カフエの日程

月

町民カフェ のみ活倶楽部 &いきいきカフェ

第2木曜日 第4木曜日

AⅣ19:30へ″11:30
のみ活 :Alい 9:30～ 10:30

カフェ :削10:30～ 12:00

4月 4日 お花見 25日

5月 9日    ぶら,Iヾ ら散歩 23日

6月 13日   リズム大会 27日

フ月 11日  簡単な軽スポーツ 25日

8月 13日  おヽ学生とのふイlあい 22日

9月 12日 父u詩舞 26日

10月 10日   バスハイキング 24日

11月 14日 歌と寸劇 28日

12月 12日   `フリスマス会 26日

呵月 未 定 23日

2月 未 定 2フ日

3月 未 定 2フ日

★3班 杉田 悠輔
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町
内
会
長
の
二
年
間
を
振
り
返
り前

町
内
会
長
　
村
　
田
　
達
　
成

こ
の

一年
間
、
町
内
の
各
種
団
体
や
多
く
の
方
々
に
御
協
力
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
御
陰
で
、
微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
町
内
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
の
町
内
会
長
が
全
ハ
五
歳
を
過
ぎ
、
）
完
全
に
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
さ
れ
て
か
ら
町
内
会
長

の
仕
事
に
専
念
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
仕
事
を
継
続
し
て
と
で
つ
こ
と
も
あ
り
、
町
民
の

皆
様
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
変
申
し
訳
な
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
特
に
福
祉
委
員
会
で
は
、
ボ
ラ
ィ
ア
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
「ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
」
「い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
方
々
に
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
四
年
ぶ
り
に
「ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ろ
ア
ィ
バ
ル
」
「遊
イ
ン
グ
祭
」
な
ど
大
き
な
行
事
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
例
年
は
主
に
婦
人
会
、
壮
年
団
に
お
世
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、

昨
年
は
実
年
会
に
も
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
の
行
事
は
、
よ
り
多
く
の
団
体
の
協
力
が

あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の

一年
間
に
新
し
く
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
二
〇
軒
ほ
ど
の
転
入
家
族
が
あ
り

ま
し
た
。
壮
年
団
や
婦
人
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、
＞」れ
か
ら
は
、
＞」う
し
た
方
々
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
町
の
運
営
が
必
要
に
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
。

次
は
、
自
然
災
客
に
つ
い
て
で
す
。
突
風
に
よ
る
公
民
館
の
屋
根
が
捲
れ
上
が
っ
た
こ
と
、
線
状

降
水
帯
に
よ
る
水
害
、
そ
し
て
今
年
元
旦
に
起
き
た
地
震
と
、
ど
れ
も
今
ま
で
予
想
も
し
な
か
っ

た
こ
と
で
は
な
い
で
し
事
つ
か
。
特
に
震
度
５
強
の
地
震
は
、
ど
な
た
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
揺

れ
で
、
津
波
の
警
告
と
併
せ
、
少
し
ざ

ラ
ク
に
な
つ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
一〇
〇
名
近
い
方

が
公
民
館
に
避
難
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
人
々
に
と
っ
て
、
公
民
館
が
拠
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
改

め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
の
被
害
と
し
て
は
、
神
社
の
灯
籠
を
含
め
奉
納
物
の
例
壊
が
顕
著
で
し
た
。
町
の
鎮
守
の

森
、
神
社
で
あ
り
、
義
援
金
を
募
り
対
処
す
る
な
ど
の
こ
と
も
考
え
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

毎
年
、
防
災
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
も
つ
て
行

７ゝ
」と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
し
、
ど
の
様
に
行
う
か
を
、
町
の
防
災
担
当
、
自
衛
消
防
団
、
防
災

士
の
方
々
と
ど
の
よ
う
に
行
う
か
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
よ
り
重
要
に
な
る
か
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
西
二
口
町
の
益
々
の
発
展
と
町
民
皆
様
の
ご
健
康
と
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

氏
子
総
代
　
本
村
　
彰
則

令
和
六
年

一
月

一
日
、
能
登
半
島
地
震
発
生
、
春
日

神
社
灯
籠
等
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
社
殿
は
無
事
で
し
た
。

余
震
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
が
神
の
御
守
護
に
よ
り
安
心

・
安
全

な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
例
祭

（元
旦
祭

・
春
祭
り

。
年
末
大
祓
い
）
に
、
皆
様
の

参
拝
、
奉
納
等
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
祭
り
の
行
事
、
獅
子
舞

・
巫
女
舞
が
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
祭
り

が
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
す
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
白
寿
会
の
皆
様
に
は
神
社
清
掃
、
実
年
会
の
皆
様
に
は
神

社
清
掃
、
神
社
当
番
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

例
祭
は
、
今
年
も
昨
年
同
様
予
定
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
氏
子
の

皆
様
の
参
拝
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

白
寿
会
会
長
　
西
田
　
勝
彦

こ
の

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
想
い

二
年
間
白
寿
会
の
運
営
に
携
わ
り
、
会
員
の
皆
様
と

役
員
の
方
々
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝

い
た
し
ま
す
。
昨
年
の
全
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
数
の
参
加
を

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

白
寿
会
会
員
の
中
に
は
、
お

一
人
住
ま
い
で
お
元
気
な
方
も
多
い

で
す
が
、　
一
般
的
に
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
仕
事
や
家
事
の
時
間
が
減

少
す
る
分
、
余
暇
や
趣
味
の
時
間
が
増
え
ま
す
。
誰
か
と
と
も
に
、
い

か
に
充
実
し
た
余
暇
の
時
間
を
過
ご
す
か
が
、
高
齢
者
の
健
康
長
寿

，半
‐

十十，半
‐

十十‐半
‐

十十‐半
，

＋半 十X+半 +× +半 +× +半 +×

春

日

神
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に
つ
な
が
る
生
活
時
間
の
使
い
方
に
な
る
そ
う
で
す
。

我
々
は
こ
の
先
、
七
十
代

・
八
十
代
を
迎
え
る
後
（幸
）

期
高
齢
者
は
、
老
人
会
と
繋
が
っ
て
、
健
康
で
楽
し
い

道
を
、
精

一
杯
前
向
き
に
進
み
た
い
も
の
で
す
。

今
年
度
は
新
執
行
部

（会
長

・
田
中
清
氏
）
に
よ
り
、

行
事
計
画
が
立
案
さ
れ
ま
す
。
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て

参
り
ま
し
た
白
寿
会
の
運
営
に
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。実

年
会
会
長
　
北
室
　
隆
康

昨
年

一
年
間
実
年
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
、

関
係
多
数
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
番
の
行
事
で
あ
り
ま
す
春

。
秋
の
春
日
袖
社
の
祭

り
に
合
わ
せ
て
境
内
の
清
掃
や
祭
り
当
日
の
受
付
当
番

に
つ
い
て
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
神
社
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
氏
子
総
代
の
日
常
の
ご
苦
労
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
能
登
半
島
地
震
で
春
日
神

社
に
も
震
災
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
境
内
が

一
変
し
ま

し
た
。
町
内
の
鎮
守
の
森
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
も

の
な
の
で
、
そ
う
そ
う
の
復
旧
を
切
に
願

つ
て
お
り
ま

す
。
他
に
も
健
康
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

ｉｎ
ね
あ
が
り
、
洋
イ
ン
グ
祭
等
の
準
備
や
活
動
に
も
参

加
し
、
親
睦
を
深
め
る
事
も
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
実
年
会
の
発
展
の
為
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
し
、
皆
様
方
の
ご
支
援
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

壮
年
団
団
長
　
山

岸

　

徹

昨
年

一
年
を
振
り
返
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５

類
に
な
っ
て
の
元
年
で
あ
り
い
る
い
ろ
な
行
事
が
再
開

し
ま
し
た
。

壮
年
団
と
し
て
、
用
水
路
清
掃
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
海
岸
清
掃
な
ど
が
あ
り
町
内
行
事
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
ね
あ
が
り
や
渉
イ
ン
グ
祭
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
４
年
ぶ
り
の
各
行
事
で
あ

っ
た
た
め
自
分
も
含
め

準
備
や
段
取
り
な
ど
忘
れ
て
し
ま

つ
て
い
た
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
手
探
り
し
な
が
ら
何
と
か
こ
な
し
た
と

い
う
感
じ
で
し
た
。
壮
年
団
と
し
て
は
、
新
旧
団
員
と

も
壮
年
団
行
事
と
町
内
行
事
と

一
年
を
通
し
て
の
流
れ

が
経
験
で
き
た
の
で
と
て
も
有
意
義
な

一
年
で
あ

っ
た

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

力
不
足
な
自
分
で
し
た
が
、
団
員
始
め
町
内
の
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

一
年
間
壮
年
団
団
長
を
務
め
る

こ
と
が
で
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
と
も
壮
年
団
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
る
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会
会
長
　
西
田
　
順
子

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
早
や

一
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
５
類
と
な
り
様
々
な
行
事
が
復
活
し
ま
し
た
。

多
忙
の
中
、
町
内
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
に
助
け
ら
れ

て
無
事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
２
名
の
方
が
婦
人
会
に
入
会
さ
れ
て

楽
し
く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
新
会
員
さ
ん
は
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
美
化
推
進
活
動
で
は
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
月
初

め
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
ご
協
力
の
程
よ
る
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
年
間
、
何
か
と
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
役
員
を
は
じ
め
婦
人
会
の
皆
様
の
ご
協
力

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
　
中
西
　
紗
重

こ
の

一
年
実
行
委
員
と
し
て
様
々
な
行
事
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
行
事
も
準
備
、
連
絡
な

ど
に
追
わ
れ
、
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で

町
内
の
方
々
と
お
話
で
き
る
機
会
も
た
く
さ
ん
い
た
だ

け
、
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
踊
り
の
タ
ベ
の
参
加
で
は
、
可
愛
い
子
ど
も
た

ち
の
頑
張
り
に
感
動
し
、
そ
の
う
え
賞
ま
で
い
た
だ
け

た
こ
と
が
思
い
出
深
い
で
す
。
ど
の
行
事
も
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
た

一
年
で
し
た
。

最
後
に
、
何
か
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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実
行
委
員
　
森
本
　
和
昭

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
町
内
行
事
と
い
え
ば
秋
ま
つ
り

で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
し
ば
ら
く
子
供
獅

子
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
た
ち
の
練
習
初

日
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
本
番
は
ど
う
な
る
か
心
配

し
ま
し
た
が
、
何
と
か
形
に
な
リ
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

秋
ま
つ
り
の
本
番
も
大
切
で
す
が
、
小
学
生
か
ら
中

学
生
ま
で
が
公
民
館
に
集
ま

っ
て
、
多
少
ふ
ざ
け
な
が

ら
も
練
習
し
て
い
る
期
間
は
、
子
供
た
ち
の
交
流
も
あ

り
意
義
が
あ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

本
番
の
日
は
と
て
も
暑
か

っ
た
で
す
。
子
供
の
数
も

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
の
頃
で
す
。
秋
ま
つ
り
の
時
期
や

体
制
を
そ
ろ
そ
ろ
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

西
二
口
町
の
今
昔

南

　

　

俊

博

私
が
子
供
の
こ
ろ
西
二
日
の
戸
数
は
五
〇
戸
程
度
で

し
た
が
、
現
在
は
二
百
四
十
七
戸
と
な
り
、
隔
世
の
感

が
あ
り
ま
す
。
町
内
会
の
活
動
や
あ
り
方
も
実
状
に
併

せ
て
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
の
父
は
戦
争
か
ら
帰
還
後
、
叔
父
と
と
も
に
織
物

の
工
場
を
建
て
、
絹
織
物
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
の
当
地
は
至
る
と
こ
ろ
に
織
物
の
工
場
が
あ
り
、
絹

織
り
物
の
一
つ
の
大
産
地
で
し
た
。
そ
の
後
米
国
と
の

貿
易
摩
擦
で
織
機
の
数
を
減
ら
す
政
策
の
影
響
が
あ
り
、

次
々
と
織
物
工
場
が
消
え
て
い
き
、
現
在
は
そ
の
面
影

が
殆
ど
無
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
地
は
肥
よ
く
の
土
地
と
水
に
恵
ま
れ
た
お
米
の
産

地
で
し
た
。
核
家
族
の
増
加
な
ど
の
社
会
の
情
勢
に
よ

り
、
耕
作
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
当
町
出
身
の
最
後
の

専
業
農
家
が
無
く
な

っ
て
か
ら
は
他
町
か
ら
の
耕
作
者

に
頼

っ
て
お
米
の
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
な

っ
て
当
町
の
生
産
組
合
の
役
割
も
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
百
七
号
で
述
べ
た
よ
う
に
東
本
願
寺
中
興
の
祖
と

言
わ
れ
る
蓮
如
上
人
の
お
か
げ
で
こ
の
地
は
仏
教
が
盛

ん
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
の
小
さ
い
頃
と

比
べ
る
と
勢
い
が
衰
え
て
き
て
い
ま
す
。

お
坊
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
仏
教
の
教
え
を
聞
き
、

学
び
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る

「講
」
と
い
う
行
事

が
あ
り
ま
す
。
根
上
中
学
校
下
で
大
正
七
年
か
ら
継
続

し
て
い
る

「根
上
講
」
は
各
町
が
交
代
で
当
番
と
な

っ

て

「講
」
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
月
に
は
当
町

の
白
寿
会
が

「講
」
の
当
番
と
な
り
、
町
内
外
か
ら
約

七
十
名
が
参
加
し
、
盛
況
で
し
た
。

第
百
十

一
号
で
明
治
時
代
の
当
地
で
の
学
制
の
始
ま

り
と
推
移
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
当
町
で
学
校
教
育

が
始
ま

っ
て
か
ら
約
百
五
十
年
を
経
て
現
在
の
福
岡
小

学
校
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

能
美
市
で
は
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
子
供
達
に
ひ
と

り

一
台
パ
ソ
コ
ン
を
配
布
す
る
教
育
環
境
に
な
り
ま
し

た
。
先
月
西
二
口
公
民
館
で
も
ミ
一均
卜が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
各
種
団
体
で
も
有
効
活
用
を
し
て
行

く
時
代
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

思
い
つ
く
ま
ま
に
昔
と
今
の
変
化
に
つ
い
て
書
い
て

み
ま
し
た
。
西
二
日
の
歴
史
の
連
載
は
こ
れ
に
て
終
了

い
た
し
ま
す
。

池
田
実
枝
子

見
晴
る
か
す
白
き
山
並
冬
日
和

す
く
す
く
と
伸
び
ゆ
く
若
枝
梅
つ
ば
み

薄
ら
日
の
午
後
の
散
歩
や
立
金
花

満
天
星
の
冬
芽
ゆ
た
か
や
通
学
路

春
昼
の
賑
は
ふ
茶
房
絵
手
紙
展

木
村
芙
蓉
子

み
い
つ
け
た

一
ば
ん
星
の
犬
ふ
ぐ
り

名
水
の
こ
ぼ
れ
て
甘
し
春
の
風

凍
て
雪
の
泥
淳
む
急
坂
山
下
る

白
峰
を
茜
に
染
め
て
春
浅
し

屋
根
覆
ふ
シ
ー
ト
の
青
に
春
日
差
し

●
ご
量
島

中用
日日
〓囲
留円
”　
。
穏
磯
ヾ

．

村
田
　
美
乃

お
忙
し
い
中
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、

編
集
委
員

一
同
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

懇|

町 民 皮 芸

Ｐ

Ｔ

Ａ

囲

川

田

幸

枝

様

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

池
　
田
　
伸
　
朗
　
様

令
和
三
年
十
二
月
二
十
三
日

石
　
川
　
ふ
み
子
　
様

令
和
六
年

一
月
二
十
四
日

竹
　
田
　
朝
　
子
　
様

令
和
六
年
二
月
十
二
日

三
班

享
年
八
十
二
歳

二
班

享
年
七
十
六
歳

三
班

享
年

百
　
一
歳

一
班

享
年
八
十
二
歳

速
党
や
み

悦

謹
ん
で
ご
冥
箔
を

お
新
り
致
し
ま
す

ねト

旬


